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（ ※

１
）
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
研
究
家
。
１
８
７
３
年
来
日
し
、

海
軍
兵
学
寮
や
東
京
帝
国
大
学
で
外
国
人
教
師
と
し
て
勤
め

た
。
八
雲
と
は
書
簡
の
往
復
な
ど
の
親
交
が
あ
っ
た
。

（ ※

２
）
当
時
は
ま
だ
帰
化
し
て
お
ら
ず
、
小
泉
八
雲
と
は

名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
誌
面
上
は
こ
の
名
前
で
統
一
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

当時は旅館と海岸との間に建物がなく、２階の縁か
ら海が見渡せた。八雲も海を眺めながらゆったりと
した時を過ごしていたのだろう。

「旧中井旅館」の２階内部。八雲とセツが宿泊したこの旅館は、現在は
旅館としての営業はしていないが、様々な活動に利用されている。

「旧中井旅館」の２階内部。八雲とセツが宿泊したこの旅館は、現在は
旅館としての営業はしていないが、様々な活動に利用されている。

小泉 八雲／パトリック・ラフカディオ・ハーン

　１８５０年６月２７日ギリシャのレフカダ島でアイルランド人の

父と、ギリシャ人の母との間に生まれる。２歳の時、父母の離婚

によりアイルランドに住む大叔母に引き取られた。１６歳のとき

に左眼失明、父の病死などの不幸が重なり退学。１９歳でアメリ

カへ渡り、その後新聞記者となる。

　１８９０年３９歳のとき記者として来日。帝国大学(現在の東京

大学)のチェンバレン教授や文部省の紹介で、島根県尋常中学校

及び師範学校の英語教師となる。そして、武家の娘小泉セツと

結婚し武家屋敷に住んだ。松江に１年３ヶ月過ごした後、熊本、

神戸、東京へと移り住んだ。

　また日本の伝統的精神や文化に興味をもった八雲は、多くの

作品を著し、日本を広く世界に紹介した。１９０４年９月２６日、

狭心症のため５４歳で逝去した。

『知られぬ日本の面影（日本瞥見記）』

アメリカで出版された、２巻からなる来日第一作。
表紙が竹のデザインでできているため八雲はこれ
を「竹の本」と呼んだ。「盆踊り」の章を含めた、
松江時代の暮らし、人々 について記した作品集。

煙管と煙草入れ

細かい細工が施された日本的な文様を、八雲
は大変気に入っており常に携帯していた。また
実用品としてだけでなく、煙管については１００
本以上も収集していた。

八雲のスケッチ

アメリカから日本へ向かう八雲
の後ろ姿を、同行者の C.D.
ウェルドンがスケッチした。両
手に持っている鞄は、小泉八
雲記念館に展示されている。

八雲とその家族

妻・セツ（右）と長男一雄（中央）。小泉凡さんの祖
父にあたる一雄は、松江を離れた後に赴任した熊本
で生まれた。写真は神戸時代のもの（1896年頃）

松江城北側堀沿いに立ち並ぶ武家屋敷

の一角が記念館となっている。その隣に

は「小泉八雲旧居」があり松江で過ご

した八雲を身近に感じることができる。

小泉八雲記念館

□所  島根県松江市奥谷町３２２
□電  ０８５２-２１-２１４７

左
目
を
失
明
し
て
以
来
、
左
を
向
い
た
写
真
が
多
い
。

横
向
き
で
は
な
い
唯
一
の
写
真
。
１
８
８
９
年
撮
影
。

　
私
は
八
橋
を
発
見
し
ま
し
た
。
八
橋

は
き
わ
め
て
静
か
な
、
美
し
い
小
さ
な

町
で
す
。
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
に
見

た
も
の
よ
り
ず
っ
と
立
派
な
旅
館
が

一
軒
あ
り

│
そ
れ
に
素
晴
ら
し
い
浜

辺
で
す
。（
B
・
H
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（※

１
）

に
宛
て
た
書
簡
よ
り
抜
粋
）

　
小
泉
八
雲
（※

２
）
が
妻
セ
ツ
（
節

子
）
を
伴
っ
て
八
橋
を
訪
れ
た
の
は

１
８
９
１ 

（
明
治 

２４ 

）
年
、
彼
が
日

本
で
過
ご
す
二
度
目
の
夏
だ
っ
た
。

　
松
江
を
出
発
し
、
東
郷
温
泉
・
浜
村

温
泉
を
目
指
す
新
婚
旅
行
の
道
中
に
立

ち
寄
っ
た
こ
の
小
さ
な
海
辺
の
村
に
つ

い
て
八
雲
は
、〝Y

ab
ase

〞
を
〝
発
見

し
た
〞
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
に
大
き
な
感
動
を
伝
え
て
い
る
。

　
小
泉
八
雲
の
研
究
者
で
あ
り
、
直

系
の
ひ
孫
で
も
あ
る
小
泉
凡
さ
ん
は
、

「
八
雲
は
海
沿
い
の
町
が
非
常
に
好
き

で
し
た
。
物
質
文
明
が
嫌
い
で
、
一
方

そ
れ
に
逆
行
す
る
も
の

│
き
れ
い
な

海
や
浴
衣
を
着
て
虫
の
声
を
聴
く
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
が
好
き
な
人
で
し
た
か

ら
、
八
橋
は
彼
の
嗜
好
に
適
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
景
色
も
美
し
く
、
人
々

が
と
て
も
親
切
で
、
わ
ず
か
な
間
に
友

だ
ち
が
で
き
た
と
さ
え
言
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

　「
八
橋
か
ら
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
宛
て

て
、
八
雲
は
八
橋
の
こ
と
や
キ
セ
ル
の

考
察
を
書
い
た
原
稿
用
紙
１０
枚
以
上

に
及
ぶ
長
い
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
執
筆
が
で
き
た

ほ
ど
、
ゆ
と
り
の
あ
る
い
い
時
間
を
過

ご
し
た
の
だ
な
あ
、
と
感
じ
ま
す
」

　
八
橋
の
景
色
は
、
当
時
際
立
っ
て
特

別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
だ

が
八
雲
は
浜
村
で
旅
を
折
り
返
し
て
か

ら
更
に
数
日
、
八
橋
に
逗
留
し
た
。

　「
片
道
切
符
で
世
界
を
回
り
続
け
た

人
で
す
か
ら
、〝
こ
の
町
は
い
い
ぞ
！
〞

と
い
う
直
感
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」
と
凡
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　
八
雲
は
妻
セ
ツ
を
伴
っ
て
、
明
治

２４
年
８
月
１４
日
（
１２
日
と
す
る
説
も

あ
る
）
に
松
江
を
出
発
し
、
下
市
（
現

大
山
町
）
に
投
宿
し
た
。
盆
踊
り
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
伝
染
病
流

行
の
た
め
中
止
さ
れ
て
い
た
。
次
に

滞
在
し
た
八
橋
で
地
元
の
住
民
と
と

も
に
逢
束
の
盆
踊
り
を
見
に
行
っ
た

が
、「
ビ
ッ
キ
（
蟇
の
こ
と
）」
と
雑

言
を
浴
び
せ
ら
れ
、
逃
げ
帰
る
こ
と

に
。
後
、
八
橋
の
警
官
と
有
力
者
が

逢
束
の
人
々
の
無
礼
を
詫
び
に
旅
館

を
訪
れ
、
歓
待
を
受
け
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
由
良
で
約
二
日
間
逗
留
。

奈
良
漬
け
を
非
常
に
気
に
入
り
、
以

後
奈
良
漬
け
を
「
由
良
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
続
い
て
東
郷
温
泉
、

だ
が
う
る
さ
い
客
や
賑
や
か
な
雰
囲

気
が
気
に
入
ら
ず
、
一
週
間
の
滞
在

予
定
を
か
な
り
繰
り
上
げ
、
由
良
へ

戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
浜
村

温
泉
へ
行
く
も
、
や
は
り
伝
染
病
の

た
め
盆
踊
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

再
び
八
橋
へ
戻
っ
て
し
ば
ら
く
滞
在

し
、
８
月
２５
日
、
美
保
関
へ
向
け
て

出
発
。
同
２９
日
、松
江
に
帰
り
着
い
た
。

約
二
週
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
。

八雲の歩いた道
伯耆・因幡への旅

写真協力／小泉八雲記念館

「
私
は
八
橋
で
は
と
て
も
愉
快
で
し
た
。

 
眠
り
、
食
べ
、
泳
ぎ
、
全
く
快
適
で
す
。
」

̶

小
泉
八
雲

か

な

と
も
な

が
ま
が
え
る

ゆ
　
ら

し
も 

い
ち

お
う 

つ
か

に ほん べっけん  き

きせる たばこ


